
豊かな自然と文化の薫る海上空港都市三三昭和61年 6月1日 No.1056 

市政だより
大口の動

(男)

(女)36，416 

(計)69，931 
世帯数 20，708

5月1

(5月刊日・陸上競技場)

それ割付
市内34子ども会から2，100人ガ参加 第26回大村市子ども大会ガ開かれましだ

お父さんあ巴さんと 力を合わせだ 子ども会対抗綱引きや リレーなどの競技に熱戦を展開

21世紀を担う子供だちは 元気いっぱい 頑張れ三子どもだち 日本の明日を築くため

台口唱門 「 円円ラ二 円じ百乙 / --L-Ic+士山正晶 仲間 i:E住 / 片・部ノ入時三軍 印刷所 /(;剖=高生長
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ら +++-------------二二二二二二二二 二二二昭和61年 6月1日二二二二二二二二

新町名 '; 変更前の大字

沖田町 沖田郷、竹松郷の一部

寿す 古こ ま町ち 寿古郷

皆同町 皆同郷、寿古郷の一部

今い草富どみ 町まち 今富郷、竹松郷、原口郷、皆同郷の一部

野の 田だ 町草ち 野田郷

重Lげ井い田だま町ち 重井田郷

立り.福5、〈 寺じ町車、
立福寺郷、弥勅寺郷の一部

弥h'勅~<寺じま町も 弥制寺郷

福重町 矢上郷、弥勅寺郷の一部

草<~ 場ぽ 町車ち 草場郷、皆同郷の一部

大
村
公
園
花
し
ょ

見
頃
は
6.

。
催
し
も
の
案
内

野
だ
て

6
月
8
日
側
、
午
前
日
時

j
午
後
4
時
、
桜
田
の
堀
中
の
局

飛
び
入
り
カ
ラ
オ
ケ
大
会

6
月
8
日
側
、
午
後
1
時
1
4
時、

特
設
舞
台
(
花
し
よ
う
ぶ
園
横
)

大
村
花
ま
つ
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会

6
月
8
日
側
、
午
後
4
時
、
特
設

舞
台

大
村
物
産
じ
げ
も
ん
市

6
月
6
日
幽
1
m
日

ω、
日
日
目
、

同
日
目
、
午
前
日
時
i
午
後
8
時
、

花
し
よ
う
ぶ
園
横

むおお市政だより(3) 

一

公

簿

の

一

一

変

更

手

続

き

一

市
役
所
に
備
え
つ
け
て
あ
る
戸
籍

簿
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
、
選
挙
人

名
簿
な
ど
各
種
台
帳
は
市
役
所
で
書

き
替
、
え
ま
す
。

法
務
局
の
土
地
建
物
の
所
在
表
示

は
法
務
局
で
書
き
替
え
ま
す
。
会
社

な
ど
法
人
の
事
務
所
お
よ
び
そ
の
代

表
者
の
住
所
に
変
更
を
生
じ
た
場
合

は
、
関
係
者
か
ら
法
務
局
に
届
け
出

の
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
法
務
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

市
長
が
住
所
変
更
証
明
書
(
無
料
)

を
発
行
し
、
こ
れ
を
添
付
す
る
と
登

|事業所続計調査 lア月4日現在で実施

調査にご協力を
を用画計共果的かよの基が にでが
は施、画団はでにび実礎国こ行 事
じ策社、体、すす 地 態でののわ全 7 業
めの会地が国 る域をあ経調れ国月所
、立保域行や調こ別、る済査まい 1統

民案障問う地査とに全事活はす っ 日計
聞な 、発経方 の が明国業動、 。せ 現 調
にど雇計済公結目らお所のわ い在査

録
免
許
税
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

公
的
年
金
、
資
格
免
許
、
自
動
車

の
廃
車
な
ど
で
必
要
な
と
き
は
、
証

明
書
(
無
料
)
を
町
名
町
界
整
理
主

に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

-

町

名

変

更

お

知

ら

せ

用

-

一
無
料
は
が
き
を
一

…

配

布

し

ま

す

一

福
重
地
区
の
皆
さ
ん
に
、
町
名
変

更
の
お
知
ら
せ
用
無
料
は
が
き
を
、

一
世
帯
初
枚
あ
て
町
務
連
絡
買
を
通

じ
配
布
し
ま
す
。
知
人
や
友
人
な
ど

へ
の
連
絡
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

ま
た
、
整
理
区
域
の
詳
し
い
こ
と

お
け
る
事
業
計
画
の
基
礎
資
料
と
し

て
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
の
対
象
は
、
農
林
漁
家
を
除

く
す
べ
て
の
事
業
所
で
、
会
社
、
工

場
、
商
居
、
病
院
、
学
校
な
ど
の
ほ

か
、
神
社
、
仏
閣
な
ど
も
対
象
と
な

り
ま
す
。

今
回
の
調
査
は
、
前
回
の
調
査
か

ら
5
年
経
過
し
て
お
り
、
こ
の
間
に

産
業
構
造
な
ど
も
相
当
変
化
し
て
い

る
た
め
、
そ
の
結
果
が
各
方
面
か
ら

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

6
月
下
旬
か
ら
、
県
知
事
の
任
命

を
受
け
た
調
査
員
が
、
各
事
業
所
に

お
伺
い
し
ま
す
。
調
査
は
、
統
計
を

つ
く
る
目
的
だ
け
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

に
つ
い
て
、
新
旧
対
照
表
を
福
重
地

区
町
務
連
絡
員
お
よ
び
関
係
各
班
ま

で
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

いさ
い
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
に

つ
い
て
は
、

町
名
町
界
整
理
室
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

粉石けんいのちは大事

ご
協
力
く
だ
さ
い

潟
沼
F
M
d
句

v
q
p

洗
た
く
用、

台
所
用
な
ど
洗
剤
は

す
べ
て
の
家
庭
、
事
務
所
、
工
場
な

ど
で
毎
日
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
、
洗
剤
は
川
や
海
、
湖
の
汚
染

原
因
の

一
つ
と
し
て
、
全
国
各
地
で

と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
村
市
で
も
、
水
質
汚
濁
に
関
す

る
公
害
行
政
の
資
料
の

一
環
と
す
る

た
め
、

7
月
上
旬
に
町
内
会
を
通
じ

て
、
全
世
帯
(
準
世
帯
を
除
く
)
を

対
象
に
洗
剤
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
公
害
係

※人間の



(4) 勺むお

の
災
害
か
ら

守
ろ
う

ηか
家
と
暮
ら
レ

前
夜
か
ら
降
り
続
い
だ
雨
ガ
す
で
に
3
0
0
ミ
リ

に
達
し
¥
川
の
水
量
ガ
危
険
水
域
を
突
破
し
、
決
壊

の
恐
れ
や
か
あ

λγ
1
0
こ
の
よ
う
な
と
き
¥
あ
な
だ

は
ど
う
し
ま
す
か
。

大
村
市
消
防
白
で
は
¥
5
月
刊
同
日
、大
上
戸
川
金
丸

橋
付
近
で
水
町
訓
練
を
実
施
。
訓
練
に
は
¥
第
4
・

5
・
6
・
7
・
8
の
各
分
団
か
ら
お
人
、
ガ
参
加
。
本

番
さ
な
、
ガ
ら
の
訓
練
を
繰
り
広
げ
ま
し
だ
。

長
喧
県
は
、
温
暖
多
雨
刑
気
候
で
雨
忍
ヲ
く
¥
暴

風
雨
の
通
週
圏
と
い
う
こ
と
で
¥
台
風
や
大
雨
に
よ

る
自
然
災
害
ガ
お
こ
り
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
。

う
ち
は
絶
対
大
丈
夫
だ
と
か
¥
ム
完
ヰ
は
も
う
山
配

い
ら
な
い
だ
ろ
う
な
ど
と
{喜
勿
な
考
え
は
措
て
、
も

‘
E

う
一
度
¥
周
り
を
確
か
め
¥
臼
頃
か
ら
防
災
に
ゆ
掛

.
喧

け
ま
し
ょ
う
。
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家

の

点

横

・

雨

と

い
「

J

ま
り
を
取
り
除
き、

継
ぎ
目
の

大

丈

夫

?

は
ず
れ
や
傾
斜
を

L
し
く
修
正
し
、

三
三
三
三
孟
三
三
三
三
三
孟
一
穴
な
ど
を
防
水
テ
l
プ
な
ど
で
補
修

.
屋
根

し
て
お
き
ま
す
。

か
わ
ら
の
ひ
び
、
割
れ
、
ず
れ
、

-
窓
ガ
ラ
ス

は
ず
れ
な
ど
を
点
検
し
、
し
つ
く

い

枠

の
が
た

つ
き
、
は
ず
れ
な
ど
を

な
ど
で
修
理
し
て
お
き
ま
す
。
ト

タ

直

し

ま

す

。
ひ
び
の
入

っ
て
い
る
ガ

ン
屋
恨
は
強
風
で
め
く
れ
る
こ
と
が

一フ
ス
は
交
換
し
て
お
き
ま
す
c

強
風

あ
る
の
で
、
釘
で
固
定
し
、
表
面
を
に
備
え
て
、
外
側
か
ら
板
で
ふ
さ
く

ペ
ン
キ
で
補
修
し
ま
す
。

か
、
ガ
ラ
ス
面
に
ビ

ニ
ー
ル
テ
ー
プ

を
張

っ
て
お
き
ま
す

0

・
塀ブ

ロ

ッ
ク
塀
は
、
ひ
び
割
れ
た
箇

所
な
ど
を
修
理
し
ま
す
c

板
塀
は
、

ぐ
ら
つ
き
、
釘
の
浮
き
、
支
柱
の
腐

り
多
修
理
し
ま
す
。

-
醇
宇モ

ル
タ
ル

の
壁
は
、
ひ
び
割
れ
、

は
が
れ
、
浮
き
な
ど
を
修
理
し
ま
す
。

板
張
り
の
壁
は
、
そ
り
、
釘
の
ゆ
る

み
、
板
の
腐
り
を
修
理
し
ま
す
。

お:昭和61年 6月1日二二二二二二 三二コ二二ごご 市政だより

避

難

場

所

非
常
の
場
合
は
近
く
の
避
難
場

所
へ
避
難
し
て
下
さ
い
。

避難場所 電番話号 収人容員 避難場所 電番号話 収人容員 避難場所 電番話号 収人容員

ろ つ 寸ムuー. 十交 @2444 300 総合福祉センター @1351 500 鈴 田 出張所 @2023 250 

竹 松 小 学 校 1@8224 500 本 経 寺 @5510 200 鈴田小学校 @4322 300 
8314 

竹 松 出 張 所 1@8314 '300 正 法 寺 @2247 100 T久島中学校 @3401 500 

萱 j頼 中 学 校 1@7004 500 中地区住民センター @1376 300 市民体育館 @1552 1，000 

萱 j頼 小 学校 1@7002 500 西大村中学校 @2360 I 500 園 3三士:s; 主田吉1 f交 @3J21 500 

萱 j頼 出 張 所 1@7001 200 中央小 学校 @2046 500 大 十す 主同主~ 校 @2660 500 

福重小学校 1@8524 500 放虎 原小学 校 @2815 500 市 役: 所 @4111 500 

郡 中 A寸i4• 校 1@8318 500 工 業 主同主1 干支 @3773 500 大村小学校 @7117 500 

福 重 出 張 所 1@8614 250 西大村小学 校 @2670 500 コミュニテ ィセンター @3161 500 

松 原 小 学 校 む8619 500 
西大村地区

430 市 民 ぷZ〉玉、 館 @2736 1，000 
コミュニテ ィセンター

松原、 出 張 所 1@8501 250 池田公民館 100 三 城小学校 @3234 500 

市 武 道 告官 @4836 800 三 浦 出 張 所 @6475 250 災害対策本部宮⑮41 1 1 

大村市農協会館 @6161 500 三浦小学校 @4318 300 ⑫ 3 8 8 3 

※大麻・けし撲滅運動実施中 (大麻 ・けしを発見したら、すぐ保健所へ連絡を)

※各避難場所の責任者は、消防分団長、町務連絡員です。



ω
呂
の
強
さ
か
ら
被
害
度
を

・
風
速
が
倍
に
な
る
と
風
圧
は
、
な

h
匝
己

防
ん
と
4
倍
に
な
り
ま
す
。
し

か

も

瞬

画

面

竪

制

間
風
速
は
、
発
表
さ
れ
る
最
大
風
速

守
温

題

"

の

1

5
倍
に
も
。
風
の
強
さ
を
知

認

醒

・
っ
て
、
被
害
を
予
想
し
、
対
策
を
立

唾

44-

"
て
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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国
の
降
り
方
か
ら
被
害
度
を
知
る

ω

雨
量
は
、

l
平
万
セ
ン
チ
メ
|
ト

.

-

ル
に
1
時
間
あ
た
り
、
ど
れ

だ

け

の

.

雨
が
降
っ
た
か
を
一不
し
、
単
位
は
ミ

.

-

リ
で
表
き
れ
ま
す
。
却
ミ
リ
を
超
え

.

る
と
大
豪
雨
と
な
り
ま
す
。

"

て
"
え

附
蔚
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勺 二二二::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::昭和61年 6月1日二:二二二一一

色日の規模から
台風による被災は、

ほとんどその台風の規

模によって決まります。

気象情報で中心気圧や

最大風速を知り、万全

の対策を立てておき ま

しょう。

むおお市政だより(5) 

画台風の強さと被害

程度 中(心m気h)圧 最(m大/風s速) 被害の状況

弱 L、 990以上 25未満
屋根瓦が飛び、木やテレビ

のアンテナが倒れる。

並 み 989-960 25-34 
木製の雨戸がはずれ、ネオ

ン塔や電柱が倒れる。

強 L、 959-930 35-44 
小石が飛び散り、小さな木

造家屋は倒壊する。

ひじよう 木造家屋の多くが倒壊し、
に強~い 929-900 45-54 

樹木は根こそぎ倒れる。

画 1時間の雨量と降り方

l待問の雨量 雨の降り方

5 ~ 10 ミリ 雨音がよ く間こ え、す ぐ水たまりができる。

.1 0~20 ミ I)
雨音で話し声がよ く聞こえないほど、地面一面に

水たま りができる。

20~30 ミリ 土砂降りで、がけ くずれの危険がある。

30ミリ以上 危険地帯では避難体制に入らなければならない。

準備しておくもの

-下着類や

おむつ

-医薬品-懐中電燈や

トランジスタ

ーラジオ

・最小限の

大工道具

-飲料水(乳児のい

るうちはミルクを)

-貴重品や現金

をまとめる

※市内一斉空きかん回収キャンベーン

⑤増水したときには、

子供は浮き袋やエ

アーマ ットなど浮

くもの を体につけ

て。

⑥赤ちゃんは 、底に

重りをつけた (転

覆防止)ベビーパ

スて。運ぶ。

( 6月8日、午前 7時30分から )

①消防署や消防固などの指示に従い、 家族そ

ろって行動を。

②家族は ロープでつ

なカfって。

③ゴム長靴は不向 き、

はきなれた靴を。ぜ

④避難コースは歩き ~:2~..~… a
なれた道を足元をさ ぐりながら歩く 。

遭
一
磁
の
ポ
イ
ン
ト
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を行います
該
当
す
る
人

3
歳
1
日
歳

※
幼
稚
園
、
小

中
学
生
は
各
学

校
で
接
種
済
み

で
す
。

接
種
方
法

・
初
め
て
受
け
る

人1
周一間
i
2

週
間
の
間
隔

で
2
回
接
種

し
、
翌
年
、

1
回
接
種
を

場 所 1回目 2回目

市 {支 所 6月17日 6月24日

萱 j頼出張所 (刈 (刈

福祉センター

西 大 村 18日 25日
コミュニティセンター

三 浦 出 張 所 付命 付d

鈴田 出張所

竹松出張所 19日 26日

福 重 出 張 所 (村 付命

中地 区公民 館 20日 27日

松原出張所 (i) 白当

表程日

肝
臓

疾
患
の
人

・
1
年
以
内
に
け

い
れ
ん
の
症
状
を

呈
し
た
こ
と
の
あ
る
人

・
そ
の
外
、
予
防
接
種
を
行
う
こ
と

が
不
適
当
な
状
態
に
あ
る
人

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

お
願
い

当
日
は
必
ず
体
温
を
計
っ

腎
臓
、

よ
い
歯
で

よ

く

か

み

よ

い

か

S
だ

歯
の
衛
生
週
間
・

6
月
4
日
j
刊
日

最
近
は
、
甘
い
お
菓
子
が
た
く
さ

ん
出
ま
わ
っ
て
お
り
、
子
供
の
虫
歯

が
増
え
て
い
ま
す
。
健
康
な
歯
を
育

て
る
に
は
、
子
供
に
よ
い
食
生
活
・

よ
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
親
は
子
供
の
手

本
。
家
族
み
ん
な
で
虫
歯
予
防
に
、

て
き
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
衛
生
係

時間 :午後 2時-3時

麻
し
ん
(
は
し
か
)
の

予
防
接
種
を

実
施
中
で
す

i
早
目
巳
、
ご
相
談
く
だ
さ
い

i

該
当
す
る
幼
児

・
生
後
日
か
月
1
η
か
月
ま
で
の
麻

し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
の
な
い
幼

日心
・
麻
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と

の
な
い
幼
児

料
金

無
料

接
種
期
限

6
月
初
日
間

接
種
方
法

制
人
接
種
で
す
。

直
接
指
定
さ
れ
た
医
院
で
受
け
て

⑨
⑪
⑥
⑧
⑮
⑮
⑧
⑧
の

金
利
を
訂
正
し
ま
す

工
会
議
所
(
宮
@
4
2
2
2

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

5
月
日
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
、

中
小
企
業
振
興
資
金
の
金
利
に
、
一

部
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
別

表
の
通
リ
訂
正
し

ま
す
。

併
せ
て
、
皆
さ

ん
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
た
こ
と
を

お
わ
び
い
た
し
ま

す
。詳

し
く
は
、
商

工
観
光
課
商
工
係

ま
た
は
、
大
村
商

『闘 昼

中小企業振興資金

運
金 利

年 5.5%
転 (1日 6.5%)
資

金 保証料 0.98% 

設
金利

年 6.0%
{庸 ( 1日 6.8%)
資

金 保証料 0.98% 

中小企業短期資金

金 手リ
年 5.7%
(旧 6.5%)

保証料 0.3% 

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
衛
生
係

※
接
種
医
院
な
ど
詳
し
い

こ
と
は
、

4
月
日
日
号
の
市
政
だ
よ
り
を
こ

覧
く
だ
さ
い
。

いつでも受け付けます)

a
a宙
関
Q
&
A

加
入
期
闘
が
短
く
て
も

/¥ 

お

年
金
は
も
ら
え
ま
す
か

訂
日
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
で
す
が
、

「同
」
今
ま
で
年
金
に
加
入
し
た
こ
と

が
あ
リ
ま
せ
ん
。

ω歳
ま
で
に
あ
と

叩
年
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
年
金
を

う
け
ら
れ
ま
す
か
。

日
リ
老
齢
基
礎
年
金
を
、
つ
け
る
た
め

ロ
ピ
に
は
、
年
金
に
加
入
し
て
納
め

た
期
間
な
ど
が
、
お
年
以
上
必
要
で

す
。あ

な
た
の
場
合
、
昭
和
お
年
4
月

か
ら
臼
年
3
月
ま
で
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
奥
さ
ん
で
あ

っ
た
期
間
(
カ
ラ

期
間
)
が
、
日
年
以
上
あ
れ
ば
、
こ

れ
か
ら
の
叩
年
と
合
わ
せ
て
お
年
に

な
り
ま
す
の
で
、
年
金
は
受
け
ら
れ

ま
す
。
た
だ
し
年
金
額
は
、
こ
れ
か

ら
加
入
す
る
凶
年
分
に

つ
い
て
計
算

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
制
度
で

は
、
あ
な
た
の
よ
う
に
実
際
の
加
入

期
聞
が
短
い
人
に
つ
い
て
、
低
額
な

年
金
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ご
主
人

の
厚
生
年
金
に
つ
い
て
い
た
配
偶
者

加
算
が
、
日
歳
か
ら
あ
な
た
の
老
齢

基
礎
年
金
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

※ボケ老人介護相談電話室 合③9658(慈恵荘内、
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.旭ガEコミュ二ティセンター落成

(%;、 木場1丁目)

住民待望の旭ガEコミセンガ落成。木造

平家建てで¥床面積 226rげ。津室3、和

室Tの会議室のほか、調理場を備えてい

ますD

みんなで歩いた Uウオークラリ¥¥一一一...r
(話、旧円融寺庭園ほか)

第3回全国斉ウオークラリー大会ガ聞か

れ¥大村会場l立も親子連れなど約 250人ガ参

加。初夏の日射しの中を3kmコースと5同コ

スに挑戦。楽しい一日を過ごしましだ。

“優勝"おめでとう(第、 市役所)

5月14巴¥諌阜市で開かれだ¥第9口県ゲート

ボ-)レ大会で見事、大村Bチームガ優勝。 市役

所に報告に訪れましだ。

A “若さ"いっぱい (J<s、陸上競授場)

約1500人ガ参加して¥第12回大村市老人クラブ連

合会スポーツ大会ガ開かれましだ。ロマンス旅行

や輔投げリレーなどを¥元気いっぱい楽しみまし

だD

保
母
貸
借
輯
臓
と

予
備
講
習
会

。
資
格
試
験

期
日

7
月
幻
日

ωlお
日
幽

場
所

県
立
女
子
短
大
(
長
崎
市
)

申
込
期
限

6
月
比
日
出

申
込
書
請
求
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
児
童
係
、
県
児
童
保
育
課

(宮
長
崎
⑫
1
1
1
1
)

。
弔
備
蓄
自
会

期
日

7
月
比
日
刊
j

m
日
出

場
所

県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

(長

崎
市
)

申
込
書
請
求
・
問
い
合
わ
せ

県
社
会
福
祉
協
議
会
保
母
講
習
会

係

(干
長
崎
市
茂
里
町

3
1
弘、

宮
長
崎
⑬
8
6
0
0
)

合③4070(諏訪保育園内、月曜日~土曜日、午前10時~午後 5時)

お

び

と

わ

言7

正

し 町 係
ま の 3・5
す誤市・月

U り16・15
で 町・日
す と 号

あ
おる表
わの末氏
びはの
し、中
て 3 てい
訂 市
正 6関

⑨市県民税
(オ期分)

e月30日(月)

までです

9局⑭ll)ffil

※子育て電話相談室
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申
央
公
民
館
講
座

受

講

生

を

募

集

。
男
性
の
だ
め
の
料
理
教
室

男
性
に
も
簡
単
に
で
き
る
料
理
を

作
り
ま
す
。

期
間

6
月
7
日
1

7
月
日
日
、
毎

週
火
曜
日
、
午
後
7
時
j

9
時

対
象
・
定
員

成
人
(
男
性
)
、
初

人
受
講
料

無
料

(教
材
費
と
し
て
、

2
5
0
0
円
必
要
で
す
)

講
師

山
口
貞
子
先
生

。
市
民
教
養
講
座
「
美
し
い
質
J

く

り
の
た
め
に
L

大
村
の
行
政
を
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
、
市
民
の
生
活
と
結
び
つ
け
て

問
題
点
や
今
後
の
方
向
を
探
リ
ま
す
。

期
間

6
月
お
日
間

・
お
日
附

-
U

日
倒
、
午
後
1
時
ぬ
分
1
3
時
却

分
対
象
・
定
員

成
人
、

受
講
料

無
料

講
師

市
行
政
担
当
課

30 
人

。
臼
を
自
分
の
手
で
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
「
て
ん
刻
入
門
」

古
来
中
国
の
印
章
を
基
礎
に
学
び

鑑
賞
し
自
分
の
姓
名
印
な
ど
を
作
り

ま
す
。

期
間

6
月
9
日
i
8
月
幻
日
、
毎

週
木
曜
日
、
午
前
日
時
1
正
午

対
象
・
定
員

成
人
、
加
入

受
講
料

無
料
(
材
料
代
と
し
て
、

5
0
0
0
円
程
度
必
要
で
す
)

講
師

馬
場
直
記
先
生

@
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
性

別
、
年
齢
、
電
話
、
希
望
す
る
講
座

を
一
つ
書
い
て
6
月
日
日
ま
で
に
必

着
す
る
よ
う
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

返
信
ハ
ガ
キ
に
は
何
も
書
か
な
い
で

く
だ
さ
い
。
電
話
で
は
受
け
付
け
ま

せ
ん
。
申
し
込
み
多
数
の
時
は
抽
せ

ん
と
し
ま
す
。

※
ハ
ガ
キ
1
枚
に
一
講
座
書
い
て
く

だ
さ
い
。

(
複
数
の
希
望
者
は
希

望
順
を
書
い
て
く
だ
さ
い
)

抽
せ
ん
日

6
月
比
日
出
、
午
前
日

土
寸

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
(
干

鰯
幸
町
お
1
お
)

大
村
生
活
掌
校

講

募

私
た
ち
の
地
域
社
会
に
は
、
生
活

を
阻
害
す
る
よ
う
な
欠
陥
商
品
、
誇

大
広
告
な
ど
が
あ
ふ
れ
で
い
ま
す
。

資
源
の
有
効
な
活
用
を
図
っ
て
、
古

紙
や
空
ビ
ン
の
回
収
シ
ス
テ
ム
を
っ

く
り
あ
げ
て
い
き
た
い
な
ど
、
家
庭

の
主
婦
が
中
心
に
な
っ
て
、
地
域
社

会
を
め
ぐ
る
生
活
に
根
ざ
し
た
悩
み

や
不
満
を
解
決
し
て
い
こ
う
と
い
う

の
が
生
活
学
校
で
す
。
あ
な
た
も
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日

6
月
日
日
閥
、
午
前
叩
時
i

正
午

場
所

市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

受
講
料

1
0
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

;m. 
Jι 

生

叩
ミ
リ
映
宝
犠

操
作
技
術
認
定
講
習
会

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、
子

ど
も
会
や
P
T
A
な
ど
の
活
動
に
役 集

立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
日
ミ
リ
映

写
機
の
操
作
技
術
認
定
講
習
会
を
聞

き
ま
す
。

終
了
者
に
は
、
県
教
育
委
員
会
か

ら
「
技
術
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
こ
の
認
定
証
が
あ
れ
ば
フ
ィ
ル

ム
、
映
写
機
が
無
料
で
使
え
ま
す
。

日
時

6
月
四
日
嗣
、
羽
田
樹
、
午

後
6
時
初
分
i
9
時
却
分

場
所
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

定
員

犯
人

受
講
料

無
料

申
込
方
法

電
話
で
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
へ
。

受
付
開
始

6
月
6
日
倒

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま

す
。0

0
0
6
0
 

0
0
0
 

e
e
4
3
5
3
 

民
踊
を
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か

青

少

年

民

踊

教

室

日
時

毎
週
土
曜
日
、
午
後
6
時
却

分
1
8
時
叩
分

場
所

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

対

象

日

歳
以
上
の
青
少
年

講
師

大
村
民
踊
協
会

会
長
本
竹
良
子
先
生

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

0
0
0
6
 

教

弓

道

室

期
間

6
月
口
日

1
8
月
幻
目
、
毎

週
火

・
金
曜
日

時
間

午
後
7
時
i

9
時

場
所

市
弓
道
場
(
大
村
公
園
内
)

対
象
・
定
員

一
般
男
女
、
初
人

参
加
費

1
0
0
0
円

(資
料
代
)

※
ほ
か
に
傷
害
保
険
料
と
し
て
、

4
2
0
円
が
必
要
で
す
。

申
込
期
限

6
月
比
日
出

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
市
弓
道
協
会

(市
弓
道
場
内
、

宮

@
5
1
2
8

( 6月21日、午後 1時-3時、福祉センタ-)

ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン

ス

ク

ー

ル

6
月
日
日
側
、
午
前
9
時
初

日
時分

場
所

三
浦
海
岸

定
員

初
人

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。

会
費

1
0
0
0
円

(
シ
ャ
ワ
ー
使

用
代
、
弁
当
代
)

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
チ
ー
ム

・

ア
イ
ラ
ン
ド
ブ
リ
l
ズ

(

宮

@
3

1
0
2
、

@
5
8
0
7
)

※
泳
げ
な
い
人
も
、
参
加
で
き
ま
す
。

※耳とことばの相談日



勺 二二::::;::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::二二二 昭和61年 6月1日:二二二二二二むおお市政だより(9) 

大村子ども劇場「ルーマ二戸国立児童劇場公演」

3さお号⑭B匂砂ゐ
パントマイム、歌、民族舞踊など、さまざまの表

現方法を用い¥数多くの民族的色彩にあふれだ踊り

は圧巻です。

日時 6月18日(柄、午後6時30分~8時30分

場所 市民会館

問い合わせ 大村子ども劇場 (ft⑮ア 063)
※会員は会費充当 〈当日入会もできます〉

日会員 (2，200同〉

高等学校開般成人大学講座

楽しいパソコン入門
パソコンを使って、総を描いだり¥年賀状を書い

芝りして、墓礎的な勉強をします。

期間 6月下旬~62年2月、 月 オ ~3口、土曜日\

午後2時~4時

場所 大村工業高校

対象 成人(初j山者で最後まで受講できる人〉

定員 30人

講師 大村工業高校教諭

申込方法 電話で教育委員会社会教育課へ。

申込期間 6月 9 日伺)~1 6日目) 第6回大村市含暗祭
日時 6月21日(土)¥午後6時30分

場所 市民会館

入場料 300円

出演 大村少年合唱団¥コスモスの会¥植松教会聖

歌隊、 西中コーラス部、コ一口 -フ戸ンタジ

戸大村、大村クリーンコーラス¥大村混声合

唱団¥大高コーラス部、 力トレ7フコーラス

問い合わせ 中地区公民館 (ft⑮1376) 

ジャギ-フレンド2周年記念

eJ昌 ffi e @ 
6月21 日(土)\午後 T 時30分~3時

市コミュ二ティセンター

ジヤギ一体操(4曲トジャギータンス(キヤ

ッツ戸イほか10曲〉¥リズムダンス

時

所

容

臼

場

内

野岳湖キャンプ場山開き

ヨ~êJW~Q~~~良曾
期日 ア月19日(í)~20日日)\り白 2 巴

場所 野岳湖キャンプ場

対象・定員 親子20組

参加料 無料〈食事材料は各自、持ってきて

くださしり

キャンブ教室¥

キャンプフ戸イ

ヤ一、ペダルボ

ート¥レンタサ

イクル開放など

申込期限 ア月10日(柄

申し込み・問い合わせ

1商工観光課観光係

内容

レ
'》く

り
を
考
え
る

(昨年のキャンプ大会)

私
た
ち
の
身
の
回
り
の
環
境
を

見
渡
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
木
々
の

緑
、
き
わ
や
か
な
空
気
、
き
れ

い

な
水
、
心
休
ま
る
静
け
さ
、
小
鳥

の
さ
え
ず
り
や
見
虫
の
活
動
l

l。

自
然
は
、
私
た
ち
が
健
康
で
豊

か
な
生
活
を
送
る
う
え
で
、
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
恵
み
を
も
た
ら

し
ま
す
。

私
た
ち
が
健
康
な
体
で
生
き
て

い
く
た
め
に
は
、
汚
染
の
な
い
杢

気
、
水、

食
物
な
ど
を
得
る
良
い

環
境
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
川
や
海
、
山
な
ど
の
自

然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、

潤

自
然
環
境
・
・・

大
切
な
も
の

⑧ 

い
の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
生
活

は
環
境
に
し
っ
か
り
と
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

環
境
を
守
る
た
め
市
で
は

①
大
村
湾
を
き
れ
い
に
す
る
会
に

よ
る
大
村
湾
の
汚
染
防
止

②
市
環
境
保
全
条
例
に
基
づ
く
、

家
庭
雑
排
水
処
理
施
設
の
促
進

③
大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁
、
騒
音

振
動
、
悪
臭
な
ど
の
防
止

な
ど
に
努
め
、
住
み
よ
い
、
明

る
い
街
、
つ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

自
然
を
守
り
後
世
へ
伝
え
て
い

く
の
は
私
た
ち
の
使
命
で
す
。
み

ん
な
で
自
然
を
守
リ
ま
し
ょ
、
っ
。 (大村湾の水質検査)

※みんなでつくろう 明るい家庭 (毎月第 3日曜 日は家庭の日)
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お
気
軽
に
ど
う
ぞ

商
工
申
金
金
融
相
談
所

相
談
日

毎
月
第
2
水
曜
H
、
午
後

-
時
j

4
時

場
所

大
村
商
工
会
議
所

相
談
内
容

事
業
資
金
借
入
、
預
金
、

債
券
、
そ
の
外
企
業
経
営
に
関
す

る
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

問
い
合
わ
せ

商
工
中
金
長
崎
支
庖

(合
長
崎
③
6
2
4
1
)

防
衛
庁
職
員
採
用
試
験

l
種
試
験

(大
学
卒
業
程
度
)

資
格

昭
和
お
年
4
月
2
日
j
ω

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

H
種
試
験

(大
学
卒
業
程
度
)

資
格

・
昭
和
認
年
4
月
2
日
l
ω

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

・
昭
和
川
町
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
で
、

短
大
ま
た
は
高
専
を
卒

業

(見
込
み
を
含
む
)
し
た
人

規正くん・杭出津2丁目〉
のりまさ

受
付
期
間

6
月
2
日
間
1
日
日
附

問
い
合
わ
せ

福
岡
防
衛
施
設
局
総

務
部
総
務
課
(
合
福
岡
m
i
2
3

2
1
)
 

(吉村
よしむら

毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

種
類
・

一
般
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

.
農
業
用
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試

験
・
特
定
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

試
験
日

7
月
9
日
肘

場
所

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

受
付
期
限

6
月
日
日
幽

受
験
手
数
料

4
5
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
保
健
所

(宮
@
2
1
9
3
)

消

防

設

備

士

試

験

種
類

甲
種
、
乙
種

試
験
日

8
月
刊
日
制

場
所

長
崎
市
、
佐
世
保
市
な
ど

受
付
期
間

6
月
日
日
附
i
幻
日
働

問
い
合
わ
せ

例
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
l
長
崎
県
支
部

(宮
長
崎
⑫

5
9
9
9
)
 

県

職

員

採

用

試

験

①
大
学
卒
業
程
度

試
験
区
分

(予
定
)

法
律、

経
済
、
学
校
事
務、

警
察

事
務
、
社
会
福
祉
、
水
産
、
農
業
、

生
活
改
良
、

畜
産
、
林
業
、
建
築
、

土
木
、
農
業
土
木
、
婦
人
補
導
員

資
格

昭
和
弘
年
4
月
2
日
j
ω
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
(
婦
人
補

導
員
は
、
昭
和
お
年
日
月
2
日
j

お
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
女
子
)

※
試
験
区
分
に
よ
っ
て
は
、
資
格

免
許
を
必
要
と
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

②
短
大
、卒
業
程
度

資
格

・
一
般
事
務
(
秘
書
事
務
)

昭
和
幼
年
4
月
2
日
1
必
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
女
子

・
学
校
栄
養
職
員

昭
和
初
年
4
月
2
日
i
位
年
4

月
1
日
生
ま
れ
で
、
栄
養
士
の

資
格
を
有
す
る
人
(
臼
年
3
月

ま
で
に
取
得
見
込
み
を
含
む
)

受
付
期
間

(①
②
と
も
)

6
月
9
日
間
i
お
日
間

申
込
書
請
求
・
問
い
合
わ
せ

県
人
事
委
員
会
事
務
局

(干
側
長

崎
市
江
戸
町
2
1
日
県
庁
内
、

告

長
崎
⑫
1
1
1
1
)

※
高
校
卒
業
程
度
は
、

予
定
で
す
。

9
月
募
集
の

簡
易
保
険

・
郵
便
宜
金
資
金

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

簡
易
保
険

・
郵
便
年
金
資

テ
ー
マ

金
で
作
ら
れ
た
施
設
ま
た
は
、
簡

易
保
険
、
郵
便
年
金
加
入
者
福
祉

施
設
を
題
材
と
し
た
作
品
で
、
未

発
表
の
も
の
。

規
格

.
一
般
の
部

四
ツ
切

(カ
ラ
l
・
白
黒
)
ま

た
は
カ
ラ

l
ス
ラ
イ
ド

(お
ミ

リ
以
上
)
で
、
-
人
5
点
以
内

0

・
小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部

キ
ャ
ビ
ネ

(カ
ラ
l

・
白
黒
)

で
、
-
人
3
点
以
内
。

応
募
期
限

7
月
訂
日
同

応
募
・
問
い
合
わ
せ

各
郵
便
局

ご
寄
付

ご
鰐
怠

《香
典
返
し
》

福
祉
基
金
へ

マ
佐
藤
重
則

(今
村
町
)
5
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

マ
阿
部
栄

(寿
古
郷
)
5
万
円

マ
杉
本
マ
ツ
エ

(西
本
町
)
5
万
円

マ
間
好
嗣
(
久
原
一
丁
目
)
叩
万
円

マ
服
部
タ
キ
(
西
本
町
)
叩
万
円

マ
大
場
フ
ミ
エ

(久
原
二
丁
目
)
日

万
円

《
一
般
寄
侍
》

敬
称
略

福
祉
基
金
・
向
陽
寮
ヘ

マ
大
村
よ
い
映
画
を
み
る
会

l
各
5

万
円

清
和
園
ヘ

マ
高
原
生
花
庖
l
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン

お
り
恕

敬
称
略

(
 

l

i

-

-

;

i

 

調

理

験

自市

試

期
日

7
月
却
日

ω

試
験
地

長
崎
市

・
佐
世
保
市

受
付

6
月
2
日
間
l
u
日
幽

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
保
健
所

(宮
@
2
1
9
3
)

軍
斗
長
崎
病
院

看
護
婦
(
臨
時
)
を
募
集

人
員

若
干
名

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

国
立
長
崎
中
央
病
院
看
護
部
長
室

(
宮

@
3
1
2
1
)

う
ご
ざ
い
ま
し
た

マ
園
田
青
果
屈
ー
ネ
ー
ブ
ル

マ
本
経
寺

1
か
し
わ
餅

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

マ
松
尾
昭
二

(松
山
町
)
タ
オ
ル

泉
の
里
へ

マ
佐
々
木
ツ
ヤ
(
東
大
村
二
丁
目
)

野
菜

マ
岩
井
孝
一
郎

(天
理
大
講
師
)
講

話
マ
原
郷
ク
ラ
ブ

l
慰
問

清
和
国
・
泉
の
里
ヘ

マ
岩
永
光
生
(
本
町
)
菓
子

大
村
子
供
の
家
へ

マ
赤
水
清
春

(本
町
)
l
万
1
千
円

清
和
園
・
泉
の
里
・
鈴
田
の
里
学
園
ヘ

マ
板
橋
養
鶏
場
l
冷
凍
卵
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